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No.

作
者
等

資
料
名

員
数

時
代
年
代

 

第
一
章
　
都
市
・
江
戸
の
橋

1

早は
や

道み
ち

一
点

江
戸
時
代

2

道ど
う

中ち
ゅ
う

弁べ
ん

当と
う

箱ば
こ

一
点

江
戸
時
代

3

懐か
い

中ち
ゅ
う

燭し
ょ
く

台だ
い

一
点

江
戸
時
代

4

小お

田だ

原わ
ら

提ち
ょ
う

灯ち
ん

一
張

江
戸
時
代

5

鯨く
じ
ら

枕ま
く
ら（

携け
い

帯た
い

用よ
う

枕ま
く
ら）

一
点

江
戸
時
代

6

方ほ
う

位い

磁じ

石し
ゃ
く

一
点

江
戸
時
代

7

菱
川
吉
兵
衛
／
画

遠
近
道
印
／
作 

『
東と

う

海か
い

道ど
う

分ぶ
ん

間げ
ん

絵え

図ず  

一
』

一
帖
／
五
帖
元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）

8

葛
飾
北
斎

「
東と

う

海か
い

道ど
う

一い
ち

覧ら
ん

図ず

」

一
枚

初
版
文
政
元
年（
一
八
一
八
）

9

二
代
歌
川
広
重

「
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

一い
ち

覧ら
ん

双す
ご

六ろ
く

」

一
枚

万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

10

歌
川
広
重

「
東と

う

海か
い

道ど
う

五ご

拾じ
ゅ
う

三さ
ん

次つ
ぎ

之の

内う
ち  

日に

本ほ
ん

橋ば
し  

朝あ
さ

之の

景け
い

」

一
枚

天
保（
一
八
三
〇
〜
四
三
）中
期

11

溪
斎
英
泉

「
木き

曽そ

街か
い

道ど
う

続つ
づ
き

壱い
ち  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

雪ゆ
き

之の

曙あ
け
ぼ
の」

一
枚

天
保
六
年（
一
八
三
五
）

12

歌
川
国
貞

「
東と

う

海か
い

道ど
う  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

文
久
三
年（
一
八
六
三
）

13

鍬
形
蕙
斎（
北
尾
政
美
）

「
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

之の

絵え

」

一
枚

享
和
三
年（
一
八
〇
三
）

14

筆
者
不
詳

「
隅す

み

田だ

川が
わ

風ふ
う

物ぶ
つ

図ず

巻か
ん

」

一
巻

江
戸
中
期
・
十
八
世
紀
中
頃

 

第
二
章
　
日
本
橋
を
描
く
〜
江
戸
城
、
富
士
山
、
魚
河
岸
と
〜

15

高こ
う

札さ
つ（
切き

り

支し

丹た
ん

札ふ
だ

）

一
枚

天
和
二
年（
一
六
八
二
）

16

越え
ち

後ご

屋や

看か
ん

板ば
ん（

複
製
）

一
点

17

杉
田
玄
白
ほ
か
／
訳

『
解か

い

体た
い

新し
ん

書し
ょ

』

五
冊

安
永
三
年（
一
七
七
四
）

18

レ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス・
ド
ド
ネ
ウ
ス
『
本ほ

ん

草ぞ
う

書し
ょ

』

一
冊

正
保
元
年（
一
六
四
四
）

19

ヤ
ン
・
ヨ
ン
ス
ト
ン

『
動ど

う

物ぶ
つ

図ず

譜ふ

』

一
冊

万
治
三
年（
一
六
六
〇
）

﹇
一
﹈  

高
札
場
の
あ
る
風
景

20

伝  

浅
井
了
意
／
著

『
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

記き

』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
冊
／
七
冊
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）



 

No.

作
者
等

資
料
名

員
数

時
代
年
代

21

菱
川
師
宣
／
画
　

近
行
遠
通
／
編

『
江え

戸ど

雀す
ず
め』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
冊
／
十
二
冊

延
宝
五
年（
一
六
七
七
）

22

河
村
岷
雪

『
百

ひ
ゃ
く

富ふ

士じ  

一い
ち  

江こ
う

府ふ

中ち
ゅ
う』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
冊
／
四
冊
明
和
四
年（
一
七
六
七
）序

23

鈴
木
春
信

『
絵え

本ほ
ん

続ぞ
く

江え

戸ど

土み
や
げ産  

上じ
ょ
う』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

の
風ふ

う

景け
い

一
冊
／
三
冊
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
・

原
本
明
和
五
年〈
一
七
六
八
〉刊
）

24

歌
川
豊
広
／
画
　

式
亭
三
馬
／
序

『
江え

戸ど

八は
っ

景け
い

』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

晴せ
い

嵐ら
ん

一
帖

江
戸
時
代
後
期
・
十
八
世
紀
末
〜

十
九
世
紀
初
頭
頃

25

長
谷
川
雪
旦
／
画
　

斎
藤
月
岑
／
著 

『
東と

う

都と

歳さ
い

事じ

記き

』  
初は

つ

春は
る

路ろ

上じ
ょ
う

図ず

一
冊
／
五
冊
天
保
九
年（
一
八
三
八
）

26

狩
野
素
川
／
画
・
詞
書

「
江え

都ど

四し

時じ

勝し
ょ
う

景け
い

図ず

巻か
ん

」（
乾け

ん

巻か
ん

）  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

の
堅か

つ

魚お

時ほ
と
と
ぎ
す鳥

一
巻
／
二
巻
文
化
十
三
年（
一
八
一
六
）

﹇
二
﹈  

魚
河
岸
の
あ
る
風
景

27

鍬
形
蕙
斎（
北
尾
政
美
）
ほ
か
／

画   

秋
里
籬
島
／
編 

『
東と

う

海か
い

道ど
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え  

六ろ
く

』   

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
冊
／
六
冊
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）

28

溪
斎
英
泉
／
画
　

鹿
都
部
真
顔
／
編

『
俳は

い

諧か
い

歌か  

大お
お

江え

都ど

風ふ
う

景け
い  

上じ
ょ
う

巻か
ん

』

一
冊

文
化（
一
八
〇
四
〜
一
七
）後
半
〜

文
政（
一
八
一
八
〜
二
九
）

29

長
谷
川
雪
旦
／
画
　

斎
藤
月
岑
ほ
か
／
編 

『
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

図ず

会え  

一い
ち

』

一
冊
／
二
〇
冊

天
保
五
年（
一
八
三
四
）

30

葛
飾
北
斎

「
阿お

蘭ら
ん

陀だ

画え

鏡か
が
み  

江え

戸ど

八は
っ

景け
い

」  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
枚

文
化（
一
八
〇
四
〜
一
七
）初
期

31

葛
飾
北
斎

「
新し

ん

板ぱ
ん

浮う
き

絵え  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

肴さ
か
な

市い
ち

繁は
ん

盛じ
ょ
う

之の

図ず

」

一
帖

文
化（
一
八
〇
四
〜
一
七
）前
半

32

歌
川
広
重

「
東と

う

都と

名め
い

所し
ょ  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

真し
ん

景け
い

并な
ら
び

ニに

魚う
お

市い
ち

全ぜ
ん

図ず

」

三
枚
続

天
保（
一
八
三
〇
〜
四
三
）中
頃

33

歌
川
広
重

「
名め

い

所し
ょ

江え

戸ど

百ひ
ゃ
っ

景け
い  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

雪ゆ
き

晴ば
れ

」

一
枚

安
政
三
年（
一
八
五
六
）

34

溪
斎
英
泉

「
江え

戸ど

日に

本ほ
ん

橋ば
し

よ
り
冨ふ

士じ

を
見み

る
図ず

」

一
枚

文
政（
一
八
一
八
〜
二
九
）中
頃

35

歌
川
国
虎

「
浮う

き

絵え  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

魚う
お

市い
ち

賑
に
ぎ
わ
い

之の

図ず

」

一
枚

文
化
十
二
〜
天
保
十
三
年

（
一
八
一
五
〜
四
二
）

36

礫
川
亭
永
理

「
浮う

き

絵え  

江え

戸ど

日に

本ほ
ん

橋ば
し

小お

田だ

原わ
ら

町ち
ょ
う

肴さ
か
な

市い
ち

之の

図ず

」

一
枚

天
明（
一
七
八
一
〜
八
）末
か
ら

文
化（
一
八
〇
四
〜
一
七
）

37

歌
川
広
重

「
東と

う

都と

名め
い

所し
ょ  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

魚う
お

市い
ち

」

一
枚

天
保
十
〜
十
三
年

（
一
八
三
九
〜
四
二
）

38

歌
川
広
重

「
東と

う

都と

名め
い

所し
ょ

年ね
ん

中ち
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ  

四し

月が
つ 

日に

本ほ
ん

橋ば
し

初は
つ

か
つ
お
」
一
枚

安
政
元
年（
一
八
五
四
）

39

歌
川
広
重

「
名め

い

所し
ょ

江え

戸ど

百ひ
ゃ
っ

景け
い  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

江え

戸ど

ば
し
」

一
枚

安
政
四
年（
一
八
五
七
）

40

五
雲
亭
貞
秀

「
大お

お

江え

戸ど

年ね
ん

中ち
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

之の

内う
ち  

正し
ょ
う

月が
つ

二ふ
つ

日か

日に

本ほ
ん

橋ば
し

初は
つ

売う
り

」
三
枚
続

万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

 

No.

作
者
等

資
料
名

員
数

時
代
年
代

﹇
三
﹈  

日
本
橋
風
景
さ
ま
ざ
ま

41

葛
飾
北
斎

『
東と

う

都と

勝し
ょ
う

景け
い

一い
ち

覧ら
ん

』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
冊（
合
本
）
寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）

42

葛
飾
北
斎

「
冨ふ

嶽が
く

三さ
ん

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

景け
い  

江え

戸ど

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

天
保
二
〜
四
年（
一
八
三
一
〜
三
）

43

鍬
形
蕙
斎（
北
尾
政
美
）

「
浮う

き

絵え  

江え

戸ど

橋ば
し

よ
り
日に

本ほ
ん

橋ば
し
を

見み
る

図ず

」

一
枚

天
明
元
〜
寛
政
七
年

（
一
七
八
一
〜
九
五
）

44

昇
亭
北
寿

「
東と

う

都と

日に

本ほ
ん

橋ば
し

風ふ
う

景け
い

」

一
枚

文
化（
一
八
〇
四
〜
一
七
）

45

昇
亭
北
寿

「
東と

う

都と

日に

本ほ
ん

橋ば
し

風ふ
う

景け
い

」

一
枚

文
化
十
二
〜
文
政（
一
八
一
五
〜
二
九
）

46

筆
者
不
詳

「
江え

戸ど  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

江
戸
末
期

47

二
代
歌
川
国
輝

「
東と

う

都と

名め
い

所し
ょ

日に

本ほ
ん

橋ば
し

従よ
り

高た
か

輪な
わ

之の

風ふ
う

景け
い  

子こ

供ど
も

あ
そ
び 

纏ま
と
い

固ご

図っ

小こ

」

三
枚
続

文
久
三
年（
一
八
六
三
）

48

二
代
歌
川
国
輝

「
大お

お

山や
ま

参さ
ん

詣け
い

日に

本ほ
ん

橋ば
し

之の

図ず

」

三
枚
続

慶
応
二
年（
一
八
六
六
）

﹇
四
﹈  

日
本
橋
周
辺
の
町
々

49

筆
者
不
詳

「
駿す

る

河が

町ち
ょ
う

正し
ょ
う

月が
つ

賑に
ぎ

わ
い
の
図ず

」

一
幅

江
戸
時
代
後
期
・
十
九
世
紀
前
半

50

歌
川
広
重

「
名め

い

所し
ょ

江え

戸ど

百ひ
ゃ
っ

景け
い  

す
る
か
て
ふ
」

一
枚

安
政
三
年（
一
八
五
六
）

51

葛
飾
北
斎

「
冨ふ

嶽が
く

三さ
ん

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

景け
い  

江え

都ど

駿す
る

河が

町ち
ょ
う

三み
つ

井い

見み

世せ

略り
ゃ
く

図ず

」
一
枚

天
保
二
〜
四
年（
一
八
三
一
〜
三
）

52

歌
川
豊
国

「
駿す

る

河が

町ち
ょ
う

越え
ち

後ご

屋や

之の

景け
い

」

三
枚
続

享
和
二
年（
一
八
〇
二
）頃

53

歌
川
広
重

「
江え

戸ど

高こ
う

名め
い

会か
い

亭て
い

尽づ
く
し  

日に

本ほ
ん

橋ば
し  

柏か
し
わ

木ぎ

」

一
枚

天
保
六
〜
十
三
年（
一
八
三
五
〜
四
二
）

54

歌
川
広
重

「
名め

い

所し
ょ

江え

戸ど

百ひ
ゃ
っ

景け
い  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

通と
お
り

一い
っ

丁ち
ょ
う

目め

略り
ゃ
く

図ず

」

一
枚

安
政
五
年（
一
八
五
八
）

55

鳥
居
清
長

「
恵え

美び

須す

屋や

見み

世せ

先さ
き

図ず

」

一
幅

天
明（
一
七
八
一
〜
八
）末
期
〜

寛
政（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）初
期

56

溪
斎
英
泉

「
ゑ
び
す
屋や

店み
せ

先さ
き

」

三
枚
続

文
化
十
二
〜
天
保
十
三

（
一
八
一
五
〜
四
二
）

57

歌
川
広
重
／
画
　

天
明
老
人
／
撰

『
狂

き
ょ
う

歌か

東と
う

都と

花は
な

日び

千せ
ん

両り
ょ
う  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

之の

部ぶ

』

一
冊
／
二
冊
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）

58

歌
川
広
重
／
画
　

天
明
老
人
内
匠
／
編

『
狂

き
ょ
う

歌か

江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』  

長な
が

嵜さ
き

や
紅こ

う

毛も
う

人じ
ん

旅り
ょ

宿し
ゅ
く

一
冊
／
十
冊
安
政
三
年（
一
八
五
六
）

59

葛
飾
北
斎
／
画
　

浅
草
市
人
／
撰 
『
東

あ
ず
ま

遊あ
そ
び』  

長な
が

崎さ
き

屋や

一
冊

寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）



 

No.

作
者
等

資
料
名

員
数

時
代
年
代

 

第
三
章
　
文
明
開
化
と
日
本
橋

60

人じ
ん

力り
き

車し
ゃ

一
台

明
治
期

61

銀ぎ
ん

座ざ

煉れ
ん

瓦が

街が
い

の
煉れ

ん

瓦が

五
個

明
治
中
期

62

開か
い

化か

皿ざ
ら

一
枚

明
治
前
期

63

ド
レ
ス

上
下
一
組

明
治
前
期

﹇
一
﹈  

文
明
開
化
の
到
来

64

筆
者
不
詳

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

」

一
枚

明
治
初
期

65

二
代
歌
川
国
輝

「
東と

う

都と

日に

本ほ
ん

橋ば
し

大だ
い

隊た
い

練れ
ん

行こ
う

之の

図ず

」

三
枚
続

慶
応
三
年（
一
八
六
七
）

66

二
代
歌
川
国
輝

「
東と

う

京き
ょ
う

府ふ

御ご

酒し
ゅ

頂ち
ょ
う

戴だ
い  

江え

戸ど

日に

本ほ
ん

橋ば
し

風ふ
う

景け
い

」

三
枚
続

明
治
元
年（
一
八
六
八
）

67

歌
川
芳
虎

「
東と

う

京き
ょ
う

日に

本ほ
ん

橋ば
し

風ふ
う

景け
い

」

三
枚
続

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）

68

二
代
歌
川
国
輝

「
東と

う

京き
ょ
う

日に

本ほ
ん

橋ば
し

之の

景け
い

」

三
枚
続

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）

69

二
代
歌
川
国
輝

「
東と

う

亰け
い

名め
い

所し
ょ

之の

内う
ち  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

真し
ん

景け
い

之の

図ず

」

三
枚
続

明
治
六
年（
一
八
七
三
）

70

三
代
歌
川
広
重

「
東と

う

海か
い

名め
い

所し
ょ

改か
い

正せ
い

道ど
う

中ち
ゅ
う

記き  

一い
ち  

電で
ん

信し
ん

局き
ょ
く  

日に

本ほ
ん

橋ば
し  

新し
ん

橋ば
し

迄ま
で

十じ
ゅ
う

六ろ
く

町ち
ょ
う」

一
枚

明
治
八
年（
一
八
七
五
）

71

小
林
清
親

「
武む

蔵さ
し

百ひ
ゃ
っ

景け
い

之の

内う
ち  

江え

戸ど

ば
し
よ
り
日に

本ほ
ん

橋ば
し

の
景け

い

」
一
枚

明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）

72

三
代
歌
川
広
重

「
鉄て

つ

道ど
う

馬ば

車し
ゃ

往お
う

復ふ
く

日に

本ほ
ん

橋ば
し

之の

真し
ん

図ず

」

三
枚
続

明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）

73

三
代
歌
川
広
重

『
東と

う

亰け
い

開か
い

化か

三さ
ん

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

景け
い

』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

神み

輿こ
し

渡わ
た

し

一
帖

明
治
八
年（
一
八
七
五
）頃

74

小
林
清
親

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

夜よ
る

」

一
枚

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）

75

井
上
安
治

「
東と

う

京き
ょ
う

真し
ん

画が

名め
い

所し
ょ

図ず

解か
い  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

夜や

景け
い

」

一
枚

明
治
十
七
〜
二
二
年（
一
八
八
四
〜
九
）

76

広
瀬
春
孝

「
東と

う

京き
ょ
う

名め
い

所し
ょ  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

の
景け

い

」

一
枚

明
治
二
九
年（
一
八
九
六
）

77

尾
形
耕
一

「
東と

う

京き
ょ
う

名め
い

勝し
ょ
う  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

之の

図ず

」

一
枚

明
治
三
四
年（
一
九
〇
一
）

78

筆
者
不
詳

「
東と

う

京き
ょ
う

名め
い

勝し
ょ
う  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

之の

図ず

」

一
枚

明
治
三
六
年（
一
九
〇
三
）以
降

79

『
最さ

い

新し
ん

東と
う

京き
ょ
う

写し
ゃ

真し
ん

帖じ
ょ
う』  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

一
帖

明
治
後
期

﹇
二
﹈  

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
日
本
橋

80

昇
斎
一
景

「
汐し

お

留ど
め

よ
り
蒸

じ
ょ
う

気き

車し
ゃ

通つ
う

行こ
う

の
図ず

」

三
枚
続

明
治
五
年（
一
八
七
二
）
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81

二
代
歌
川
国
輝

「
第だ

い

一い
ち

大だ
い

区く

従き
ょ
う

京ば
し

橋よ
り

新し
ん

橋ば
し

迄ま
で

煉れ
ん

瓦が

石せ
き

造づ
く
り

商し
ょ
う

家か

蕃は
ん

昌じ
ょ
う

貴き

賎せ
ん

薮そ
う

沢た
く

盛せ
い

景け
い

」

三
枚
続

明
治
十
年（
一
八
七
七
）頃

82

静
斎
年
一

「
諸し

ょ

工こ
う

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

競く
ら
べ  

諸し
ょ

車し
ゃ

製せ
い

造ぞ
う

之の

図ず

」

一
枚

明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）

83

紅
英
斎

「
東と

う

京き
ょ
う

名め
い

所し
ょ  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

京き
ょ
う

橋ば
し

之の

間あ
い
だ  

鉄て
つ

道ど
う

馬ば

車し
ゃ

往お
う

復ふ
く

之の

図ず

」

三
枚
続

明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）

84

三
代
歌
川
広
重

「
東と

う

京き
ょ
う

名め
い

所し
ょ

之の

内う
ち  

銀ぎ
ん

座ざ

通ど
お
り

煉れ
ん

瓦が

造づ
く
り

鉄て
つ

道ど
う

馬ば

車し
ゃ

往お
う

復ふ
く

図ず

」

三
枚
続

明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）

85

尾
形
月
耕

「
銀ぎ

ん

座ざ

煉れ
ん

瓦が

街が
い

中ち
ゅ

央お
う

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

前ま
え

賑に
ぎ

わ
い
の
図ず

」

一
枚

明
治
後
期

 

第
四
章
　
石
で
造
ら
れ
た
日
本
橋

86

ガ
ラ
ス
鉢ば

ち

一
個

大
正
初
期

87

ガ
ラ
ス
鉢ば

ち

一
個

明
治
三
〇
〜
三
五
年

（
一
八
九
七
〜
一
九
〇
二
）頃

88

ガ
ラ
ス
鉢ば

ち

一
個

明
治
末
期

89

氷こ
お
り

鉢ば
ち

一
個

明
治
末
期

90

グ
ラ
ス

一
個

明
治
末
期

91

関か
ん

東と
う

大だ
い

震し
ん

災さ
い

被ひ

災さ
い

硬こ
う

貨か

集し
ゅ
う

塊か
い

一
点

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）

92

ワ
ン
ピ
ー
ス

一
着

昭
和
前
期
頃

93

パ
ラ
ソ
ル

一
本

大
正
〜
昭
和
初
期
頃

﹇
一
﹈  

明
治
四
四
年
の
架
橋

94

『
日に

本ほ
ん

橋ば
し

紀き

念ね
ん

誌し  

完か
ん

』

一
冊

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

95

『
開か

い

橋き
ょ
う

記き

念ね
ん  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

志し

』

一
冊

明
治
四
五
年

（
大
正
一
・
一
九
一
二
）

96

『
風ふ

う

俗ぞ
く

画が

報ほ
う  

第だ
い

四よ
ん

百ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
う

九き
ゅ
う

號ご
う

』

一
冊

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

97

「
渡わ

た

り
初ぞ

め

の
木き

村む
ら

家け

三さ
ん

夫ふ
う

婦ふ  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

開か
い

通つ
う

式し
き

紀き

念ね
ん

絵え

葉は

書が
き

」

八
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

　

「
新し

ん

日に

本ほ
ん

橋ば
し

ノ
全ぜ

ん

景け
い

」

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）



 

No.

作
者
等

資
料
名

員
数

時
代
年
代

「
明め

い

治じ

初し
ょ

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
旧

き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
新し

ん

設せ
つ

セ
ル
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
利り

兵へ

衛え

・
千ち

代よ

夫ふ
う

婦ふ

」　

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
源げ

ん

兵べ

衛え

・
キ
ン
夫ふ

う

婦ふ

」　

一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
源げ

ん

次じ

郎ろ
う・

ケ
イ
夫ふ

う

婦ふ

も
し
く
は
亀か

め

次じ

郎ろ
う

・
ス
ズ
夫ふ

う

婦ふ

」
一
枚
／
八
枚
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

「
袋ふ

く
ろ

」　

一
点

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）

98

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

掛か
け

替か
え

渡わ
た
り

初ぞ
め

五ご

夫ふ
う

婦ふ

の
口こ

う

上じ
ょ
う」

一
枚

文
政
五
年（
一
八
二
二
）

99

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

掛か
け

替か
え

渡わ
た
り

初ぞ
め

五ご

夫ふ
う

婦ふ

の
図ず

」

一
枚

文
政
五
年（
一
八
二
二
）

100

歌
川
国
芳

「
安あ

ん

政せ
い

乙き
の

卯と
う

十じ
ゅ
う

一い
ち

月が
つ

廿
に
じ
ゅ
う

三さ
ん

日に
ち  

両り
ょ
う

国ご
く

橋ば
し

渡わ
た
り

初ぞ
め

之の

図ず

」
三
枚
続

安
政
二
年（
一
八
五
五
）

101

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

総そ
う

坪つ
ぼ

四よ
ん

百ひ
ゃ
く

五ご

坪つ
ぼ

長な
が
さ

廿
に
じ
ゅ
う

七な
な

間け
ん

巾は
ば

十じ
ゅ
う

五ご

間け
ん

経け
い

費ひ

五ご

十じ
ゅ
う

二に

万ま
ん

三さ
ん

千ぜ
ん

余よ

円え
ん

明め
い

治じ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

九き
ゅ
う

年ね
ん

起き

工こ
う

同ど
う

四よ
ん

十じ
ゅ
う

四よ

年ね
ん

四し

月が
つ

落ら
く

成せ
い

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

102

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

開か
い

通つ
う

紀き

念ね
ん  

新し
ん

築ち
く

落ら
く

成せ
い

セ
ル
日に

本ほ
ん

橋ば
し  

旧き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

103

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

開か
い

通つ
う

式し
き

紀き

念ね
ん

新あ
ら
たに

開か
い

通つ
う

し
た
る
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」
一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

104

「
新し

ん

築ち
く

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

105

「
新し

ん

築ち
く

日に

本ほ
ん

橋ば
し

麒き

麟り
ん

燈と
う

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

106

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

人じ
ん

道ど
う

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

107

「
新し

ん

日に

本ほ
ん

橋ば
し

側そ
く

面め
ん

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

108

「（
日に

本ほ
ん

橋ば
し

開か
い

通つ
う

式し
き

記き

念ね
ん

）渡わ
た

リ
初ぞ

め

ノ
光こ

う

景け
い

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

109

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

ノ
夜や

景け
い

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

110

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

ノ
夜や

景け
い

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

111

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

ノ
夜や

景け
い

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

112

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

開か
い

通つ
う

記き

念ね
ん

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

113

「
新し

ん

築ち
く

日に

本ほ
ん

橋ば
し

、
旧

き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

橋ば
し

、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

ノ
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」
一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃
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114

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

江え

戸ど

雀す
ず
め

所し
ょ

載さ
い

延え
ん

保ぽ
う

年ね
ん

間か
ん

今い
ま

よ
り
二に

百ひ
ゃ
く

三さ
ん

十じ
ゅ
う

三さ
ん

年ね
ん

前ま
え

頃ご
ろ

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

115

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

記き

所し
ょ

載さ
い

寛か
ん

文ぶ
ん

二に

年ね
ん

（
今い

ま

よ
り
百

ひ
ゃ
く

九き
ゅ
う

十じ
ゅ
う

八は
ち

年ね
ん

前ま
え

）」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

116

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

寛か
ん

政せ
い

八は
ち

年ね
ん（
今い

ま

よ
り
百

ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
う

四よ

年ね
ん

前ま
え

）よ
り

安あ
ん

政せ
い

五ご

年ね
ん（

今い
ま

よ
り
五ご

十じ
ゅ
う

二に

年ね
ん

前ま
え

）ま
で（
歌う

た

川が
わ

広ひ
ろ

重し
げ

）」 

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

117

「
前

さ
き
の

北ほ
く

斎さ
い

冨ふ

士じ

勝し
ょ
う

景け
い

江え

戸ど

日に

本ほ
ん

橋ば
し

繁は
ん

栄え
い

の
図ず

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

118

「
東と

う

海か
い

道ど
う

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）頃

﹇
二
﹈  

都
市
・
東
京
の
橋 

119

織
田
一
磨
／
画  

「
東と

う

京き
ょ
う

風ふ
う

景け
い  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

大
正
五
年（
一
九
一
六
）

120

桐
谷
洗
麟
／
作

「
大た

い

正し
ょ
う

震し
ん

火か

災さ
い

絵え

巻ま
き

」

一
巻

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）

121

西
澤
笛
畝
／
画

「
大た

い

正し
ょ
う

震し
ん

火か

災さ
い

木も
く

版は
ん

画が

集し
ゅ
う  

黄た
そ

昏が
れ

の
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）頃

122

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

よ
り
魚う

お

河が

岸し

及お
よ

び
三み

つ

越こ
し

呉ご

服ふ
く

店て
ん

附ふ

近き
ん

延え
ん

焼し
ょ
う」
一
枚

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）

123

土
谷
伝
／
画
作
・
印
刷

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

繁は
ん

華か

之の

光こ
う

景け
い

」

一
枚

大
正
十
五
年
二
月（
一
九
二
六
）

124

小
泉
癸
巳
男
／
画

「
昭

し
ょ
う

和わ

大だ
い

東と
う

京き
ょ
う

百ひ
ゃ
く

図ず

絵え

版は
ん

画が

完か
ん

制せ
い

判ば
ん  

第だ
い

四よ
ん

十じ
ゅ
う

四よ
ん

景け
い  

十じ
ゅ
う

二に

月が
つ

二に

十じ
ゅ
う

九く

日に
ち

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

御ご

命め
い

名め
い

祝し
ゅ
く

日じ
つ

の
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）

125

堀
潔
／
画

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

と
旧

き
ゅ
う

帝て
い

国こ
く

製せ
い

麻ま

K
K
」

一
枚

下
絵
・
昭
和
十
年（
一
九
三
五
）、

摺
り
・
昭
和
五
四
年（
一
九
七
九
）

126

ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト
／
画 

「
東と

う

京き
ょ
う

風ふ
う

景け
い   

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）

127

川
瀬
巴
水
／
画

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し（
夜よ

明あ
け

）」

一
枚

昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）

128

中
西
利
雄
／
画

「
日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

昭
和
六
〜
二
三
年

（
一
九
三
一
〜
一
九
四
八
）

129

木
村
遼
次
／
画

「
東と

う

京き
ょ
う

千せ
ん

景け
い  

日に

本ほ
ん

橋ば
し

」

一
枚

昭
和
五
八
年（
一
九
八
三
）


